
別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和元年度）
（単位：円）

（備考） 事業が２つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

5,663,0006,759,500長浜市

番号

1

備考措置名 交付金事業の名称 交付金充当額
交付金事業者名または
間接交付金事業者名

交付金事業に要し
た経費

市道消雪ノズル交換事業

公共用施設に
係る整備、維
持補修又は維
持運営等措置



Ⅱ．事業評価個表（令和元年度）

市道の安全な交通の確保に寄与することができました。引き続き、老朽化した消雪ノズルの取替えを継続します。

評価にかかる第三者機関等の活用の有無

無

評価年度 令和２年度単位

件

件

％

0

当該区画の消雪ノズル交換工事に４年を要するため

交付金事業の成果目標お
よび成果実績

成果指標成果目標

当該区間の消雪
設備に係る地元

要望　0件

当該区間の消雪
設備に係る地元

要望件数

成果実績

目標値

事業期間の設定理由

交付金事業に関係する県
または市町村の主要政
策・施策とその目標

「長浜市総合計画」（平成29年度～令和8年度）
　6.環境･都市　　目標4　生活基盤の整ったまちづくり　　4－1　社会資本の整備
　　施策2　道路等の整備
　　　・地域にとって必要な道路や重点事業に伴う道路の整備を効果的かつ効率的に行うとともに、
　　　　老朽化した道路構造物の長寿命化等を図るため、損傷が大きくなる前に予防的な対策を行う
　　　　「予防保全型」の道路整備・管理へと転換を図ります。
目標：地籍調査（遅延地区）解消地区数
　　　　現状　3地区（平成30年度）　　目標　5地区（令和4年度）　目標　1地区（令和8年度）

事業開始年度 事業終了（予定）年度平成２９年度 令和２年度

達成度

交付金事業者名または間接交付金事業者名 長浜市

交付金事業実施場所

交付金事業の概要

長浜市余呉町椿坂

当該地域は豪雪地帯対策特別措置法に基づく特別豪雪地帯に指定されており、人口減少や高齢化が進む
中、過疎地域にも指定されています。積雪の多いこの地域にとって、消雪設備は道路交通の確保に非常
に重要な役割を果たしているため、消雪ノズルが老朽化し破損箇所の多い路線を平成29年度から令和2年
度までの4箇年計画で全面的に修繕するものです。
　令和元年度についても本交付金を充当し、245箇所の消雪ノズル交換を実施しました。
　　交換対象全対数ならびに令和元年度末交換済数および全体数に対する進捗率
　　　交換対象全数：697個、交換済数650個、進捗率93％

番号 措置名

公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

1

評価年度の設定理由

令和２年度に当該区間のノズル交換工事が完了するため

交付金事業の定性的な成果および評価等

交付金事業の名称

市道消雪ノズル交換事業



北部振興局建設課

交付金事業の評価課室 北部振興局建設課

交付金充当額

うち文部科学省分

うち経済産業省分

契約の方法

4,000,000 0

備　考

契約の相手方 契約金額

道路維持工事 一般競争入札 吉田工務店 6,759,500

平成29年度 平成30年度 令和元年度

4,000,000 5,141,000 5,663,000

95.5

235

235

100

245

215

114

平成29年度 平成30年度 令和元年度

170

178

総事業費 5,248,800 6,195,960 6,759,500 18,204,260

活動実績

活動見込

達成度

単位

個

個

％

交付金事業の活動指標お
よび活動実績

活動指標

市道椿坂中央線ノズル交換数

交付金事業の担当課室

0 5,141,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的

0

5,663,000

交付金事業の総事業費等



別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和元年度）
（単位：円）

（備考） 事業が２つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名または
間接交付金事業者名

交付金事業に要し
た経費

交付金充当額 備考

1

公共用施設に
係る整備、維
持補修又は維
持運営等措置

ウッディパル余呉施設修繕事業 長浜市 4,693,700 4,500,000



Ⅱ．事業評価個表（令和元年度）

評価年度の設定理由
当該修繕工事が令和元年度に完了するため
交付金事業の定性的な成果および評価等

ウッディパル余
呉利用者数

成果実績 人

目標値 人 48,000人

達成度 ％

事業期間の設定理由 ―

交付金事業の成果目標お
よび成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和２年度

ウッディパル余
呉利用者数の増

加

交付金事業に関係する県
または市町村の主要政
策・施策とその目標

　交付金事業に関係する主要政策・施策
　「長浜市総合計画」
　　６.環境･都市　　目標３　居住環境の整ったまちづくり　　３－３　市街地や各地域の整備
　　施策２　市北部地域の活性化
　　　豊かな自然が広がる北部地域では、美しい景観と伝統的文化が現代に継承されている貴重な地域
　　　であり、これらの資源を守り次代に伝えるとともに、資源を活用して都市住民と地域住民が気軽
　　　に触れあえる集客交流環境を創出することで、誰もが誇りを持って生活できる「活気に満ちた地
　　　域づくり」を進めます。
　　目標：北部地域の観光入込客数の増加　　　　現状　126万人（平成29年度）
　　　　目標　151万人（令和4年度）　　　　　　目標　166万人（令和8年度）

事業開始年度 令和元年度 事業終了（予定）年度 令和元年度

交付金事業者名または間接交付金事業者名 長浜市

交付金事業実施場所 長浜市余呉町中之郷

交付金事業の概要

　ウッディパル余呉は、市北部地域の豊かな自然資源と歴史を活かし、住民に憩いの場と交流を提供す
ることにより地域活性化を図ることを目的に設置されたが、老朽化が進み施設利用者の安全性の確保が
課題となっています。そこで、施設の長寿命化、安全性、利便性の向上を図り、交流人口の拡大につな
がるよう、老朽箇所の修繕工事を行いました。
・コテージ屋根補修（1棟）及び　床裏補修（11棟）
・森林文化交流センター　柱補修、木部塗装改修
・サブセンタートイレの洋式化（1箇所）

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

ウッディパル余呉施設修繕事業



交付金事業の担当課室 北部振興局地域振興課

交付金事業の評価課室 北部振興局地域振興課

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

施設修繕 一般競争入札 株式会社カサベジャ 4,693,700

うち文部科学省分 4,500,000

うち経済産業省分 0

総事業費 4,693,700

交付金充当額 4,500,000

達成度 ％ 100

交付金事業の総事業費等 令和元年度 備　考

活動見込 箇所 1

達成度 ％ 100

トイレ洋式化箇所数

活動実績 箇所 1

活動見込 箇所 1

達成度 ％ 100

柱補修、木部塗装改修箇所数

活動実績 箇所 1

11

活動見込 箇所 11

達成度 ％ 100

年度

屋根補修箇所数

活動実績 箇所 1

活動見込 箇所 1

交付金事業の活動指標お
よび活動実績

活動指標 単位 令和元年度 年度

床板補修箇所数

活動実績 箇所

評価にかかる第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の成果目標お
よび成果実績



別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和元年度）
（単位：円）

（備考） 事業が２つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

備考

1

公共用施設に
係る整備、維
持補修又は維
持運営等措置

市道中之郷小谷線側溝改修事業 長浜市 6,277,700 2,958,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名または
間接交付金事業者名

交付金事業に要し
た経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和元年度）

評価年度の設定理由

令和４年度に当該区間の道路改良工事が完了するため

交付金事業の定性的な成果および評価等

評価にかかる第三者機関等の活用の有無

無

児童生徒の交通
事故件数

成果実績 件
目標値 件 0
達成度 ％

事業期間の設定理由 当該区画の道路改良工事に４年を要するため

交付金事業の成果目標お
よび成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和５年度

市道の通行安全
の確保

交付金事業に関係する県
または市町村の主要政
策・施策とその目標

「長浜市総合計画」（平成29年度～令和8年度）
　6.環境･都市　　目標4　生活基盤の整ったまちづくり　　4－1　社会資本の整備
　　施策2　道路等の整備
　　　・地域にとって必要な道路や重点事業に伴う道路の整備を効果的かつ効率的に行うとともに、
　　　　老朽化した道路構造物の長寿命化等を図るため、損傷が大きくなる前に予防的な対策を行う
　　　　「予防保全型」の道路整備・管理へと転換を図ります。
目標：地籍調査（遅延地区）解消地区数
　　　　現状　3地区（平成30年度）
　　　　目標　5地区（令和4年度）
　　　　目標　1地区（令和8年度）

事業開始年度 令和元年度 事業終了（予定）年度 令和４年度

交付金事業者名または間接交付金事業者名 長浜市

交付金事業実施場所 長浜市余呉町中之郷

交付金事業の概要

　老朽化した市道側溝改修工事を行い道路の幅員を確保することで、余呉小中学校に通う児童生徒の安
全な通学や近隣住民の歩行の安全を図ります。
　令和元年度については本交付金を充当し、側溝延長として65m（道路延長として33m）を改修しまし
た。
　　改修対象側溝延長ならびに令和元年度末改修済側溝延長および進捗率
　　　改修対象側溝延長：210m、改修済み側溝延長65m、進捗率31％

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

市道中之郷小谷線側溝改修事業



交付金事業の担当課室 北部振興局建設課

交付金事業の評価課室 北部振興局建設課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

市道の側溝改修 一般競争入札 己高建設 6,277,700

うち経済産業省分 0

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 2,958,000

うち文部科学省分 2,958,000

交付金事業の総事業費等 令和元年度 年度 年度 備　考

総事業費 6,277,700

達成度 ％ 118.2

年度

市道中之郷小谷線側溝改修工事延
長

活動実績 ｍ 65

活動見込 ｍ 55
交付金事業の活動指標お
よび活動実績

活動指標 単位 令和元年度 年度



別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和元年度）
（単位：円）

（備考） 事業が２つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

備考

1

公共用施設に
係る整備、維
持補修又は維
持運営等措置

市民まちづくりセンター備品
整備事業

長浜市 4,045,962 4,000,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名または
間接交付金事業者名

交付金事業に要し
た経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和元年度）

評価年度の設定理由

施設の通年開設が令和２年度からとなるため

交付金事業の定性的な成果および評価等

余呉まちづくり
センターの利用

者数

成果実績 人

目標値 人 5,150

達成度 ％

事業期間の設定理由 ―

交付金事業の成果目標お
よび成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和２年度
まちづくりセン
ターを拠点とし
たまちづくりや
生涯学習の推進

交付金事業に関係する県
または市町村の主要政
策・施策とその目標

　交付金事業に関係する主要政策・施策
　　「長浜市総合計画」
　　１．市民･自治　　目標２　一人ひとりが主役のまちづくり
　　２－１　住民・地域主体で取り組むまちづくり
　　施策１　市民組織･団体の活動支援
　　　地域づくり協議会の組織体制を強化するため、必要となる財源確保とあわせて地域リーダーとな
　　　る人材育成を支援します。あわせて、地域住民自らが思いを描く理想のまちづくりが行えるよう
　　　地域内分権を進め、住民主体のまちづくり活動を後押しできる仕組みづくりに取り組みます。
　
　　目標：市民まちづくりセンターの利用件数
　　　　　現状（平成29年度）：21千件　　令和4年度：23千件　　令和8年度：26千件

事業開始年度 令和元年度 事業終了（予定）年度 令和元年度

交付金事業者名または間接交付金事業者名 長浜市

交付金事業実施場所 長浜市余呉町中之郷

交付金事業の概要

　余呉地域におけるまちづくり活動および生涯学習の活動拠点として、新たに『余呉まちづくりセン
ター』を建設するにあたり、その施設備品を整備し地域住民が主体となって行える環境を整えることが
できました。
　余呉まちづくりセンター備品購入：事務備品一式、電化製品、授乳チェア等、日用品、ＡＥＤ、除雪
用機械

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

市民まちづくりセンター備品整備事業



交付金事業の担当課室 市民活躍課

交付金事業の評価課室 市民活躍課

備品（除雪用機械） 指名競争入札 藤田機械店 660,000

計 4,045,962

備品（ＡＥＤ） 随意契約（少額） 有川製薬株式会社 141,480

備品（日用品） 随意契約（少額） あん藤 144,558

備品（電化製品） 随意契約（少額） デジタルＡＶイワセ 181,764

備品（授乳チェア等） 随意契約（少額） 株式会社あおば 153,360

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

事務備品一式 指名競争入札 株式会社タケダ 2,764,800

うち経済産業省分 0

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 4,000,000

うち文部科学省分 4,000,000

交付金事業の総事業費等 令和元年度 年度 年度 備　考

総事業費 4,045,962

達成度 ％ 100

年度

整備拠点数

活動実績 施設 1

活動見込 施設 1
交付金事業の活動指標お
よび活動実績

活動指標 単位 令和元年度 年度

評価にかかる第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の成果目標お
よび成果実績



別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和元年度）
（単位：円）

（備考） 事業が２つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

備考

1

公共用施設に
係る整備、維
持補修又は維
持運営等措置

コミュニティバス運行事業 長浜市 3,090,000 3,000,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名または
間接交付金事業者名

交付金事業に要し
た経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和元年度）

評価年度の設定理由

当該整備事業が令和元年度に完了のため

交付金事業の定性的な成果および評価等

コミュニティバスを整備したことにより西浅井地域の路線の利用者数は前年度比182.7％と増加し、バス
の2台体制が利便性の向上につながったといえる。しかしながら市内の他の路線では利用者が減少してお
り市内全体のコミュニティバス利用者数の目標値に達することができなかった。

コミュニティバ
ス利用者数

成果実績 人 348,280

目標値 人 390,000

達成度 ％ 89.3

事業期間の設定理由 ―

交付金事業の成果目標お
よび成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和元年度

コミュニティバ
スの利便性向上

交付金事業に関係する県
または市町村の主要政
策・施策とその目標

　交付金事業に関係する主要政策・施策：「長浜市総合計画」
　　６.環境･都市　　目標３　居住環境の整ったまちづくり　　３-２　交通体系の整備・維持
　　施策２　バス交通の利用促進と利便性の向上
　　　地域と地域を結ぶ身近な交通手段として、バス交通サービスが継続的に提供されるよう、運行路
　　　線や利便性の維持・向上、利用促進の施策に取り組む。また、地域ごとの特性に応じて、予約型
　　　乗合タクシーと合わせた持続可能な地域公共交通ネットワークの構築を進める。
　　目標：コミュニティバス利用者数
　　　直近　389,013人（平成29年度）　目標　390,000人（令和4年度）、390,000人（令和8年度）

事業開始年度 令和元年度 事業終了（予定）年度 令和元年度

交付金事業者名または間接交付金事業者名 長浜市

交付金事業実施場所 長浜市西浅井地域

交付金事業の概要

　西浅井地域内での公共交通空白地域における、地域住民の移動手段の確保のため市直営のコミュニ
ティバス「おでかけワゴン」を運行しています。平成31年4月より地域内に二つある診療所を集約し拠点
化することから、地域住民の受診の機会を確保するため、現在1台で運行している「おでかけワゴン」を
2台体制に拡充しました。ワゴン車の購入：１台

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

コミュニティバス運行事業



交付金事業の担当課室 都市計画課交通対策室

交付金事業の評価課室 都市計画課交通対策室

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

コミュニティバス車両の購入 指名競争入札 有限会社カープラザフジ 3,090,000

うち経済産業省分 3,000,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 3,000,000

うち文部科学省分 0

交付金事業の総事業費等 令和元年度 年度 年度 備　考

総事業費 3,090,000

達成度 ％ 100

年度

コミュニティバスの整備

活動実績 台 1

活動見込 台 1
交付金事業の活動指標お
よび活動実績

活動指標 単位 令和元年度 年度

評価にかかる第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の成果目標お
よび成果実績



別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和元年度）
（単位：円）

（備考） 事業が２つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

備考

1
地域活性化措
置

びわ湖のてっぺんプロジェク
ト事業

長浜市 1,666,606 1,000,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名または
間接交付金事業者名

交付金事業に要し
た経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和元年度）

評価年度の設定理由

当該事業が令和元年度に完了のため

交付金事業の定性的な成果および評価等

災害の影響によりH30年度の入込客数は約53万人にとどまったものの、令和元年度は前年比約1.1倍の入込客数と
なり客足が戻ってくる結果となった。しかしながら、目標値は過去のピーク時の入込客数で設定していたため、1
年でピーク時の入込客数を実現するのは困難だったと考える。

西浅井地域観光
入込客数

成果実績 人 568,300

目標値 人 600,000

達成度 ％ 94.7

事業期間の設定理由 ―

交付金事業の成果目標お
よび成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和元年度

北部地域の活性
化

交付金事業に関係する県
または市町村の主要政
策・施策とその目標

　交付金事業に関係する主要政策・施策
　「長浜市総合計画」　　６.環境･都市　　目標３　居住環境の整ったまちづくり
　　施策２　市北部地域の活性化
　　　豊かな自然が広がる北部地域では、美しい景観と伝統的文化が現代に継承されている貴重な地域
　　　であり、これらの資源を守り次代に伝えるとともに、資源を活用して都市住民と地域住民が気軽
　　　に触れあえる集客交流環境を創出することで、誰もが誇りを持って生活できる「活気に満ちた地
　　　域づくり」を進めます。
　　目標：北部地域の観光入込客数
　　　　　現状（平成29年度）：126万人　　令和4年度：151万人　　令和8年度166万人

事業開始年度 令和元年度 事業終了（予定）年度 令和元年度

交付金事業者名または間接交付金事業者名 長浜市

交付金事業実施場所 長浜市西浅井地域

交付金事業の概要

　西浅井地域の景観や歴史自然、特産品等の地域の魅力を再発見し、地域内外に発信し地域住民や観光
客の交流を広げ、地域の継続的な活性化を図ることができました。
事業内容：お花畑大作戦の実施、景観整備事業（奥びわ湖パークウェイ展望台周辺整備）
　　　　　体験プログラム事業（リース、ハーバリウム事業）
　　　　　長浜・北びわ湖花火大会見え方調査
　　　　　恋人の聖地キャンペーン事業（ＰＲ活動）
実施時期：令和元年6月～12月　　　市民スタッフ参加者数：20人

番号 措置名 交付金事業の名称

1 地域活性化措置 びわ湖のてっぺんプロジェクト事業



交付金事業の担当課室 北部振興局地域振興課

交付金事業の評価課室 北部振興局地域振興課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

地域住民の活躍の場の提供 随意契約（一者） 西浅井地区地域づくり協議会 1,666,606

うち経済産業省分 1,000,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 1,000,000

うち文部科学省分 0

交付金事業の総事業費等 令和元年度 年度 年度 備　考

総事業費 1,666,606

達成度 ％ 87

年度

プロジェクトスタッフへの市民参
画者数

活動実績 人 20

活動見込 人 23
交付金事業の活動指標お
よび活動実績

活動指標 単位 令和元年度 年度

評価にかかる第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の成果目標お
よび成果実績



別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和元年度）
（単位：円）

（備考） 事業が２つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

備考

1
地域活性化措
置

西浅井地域振興イベント開催
事業

長浜市 710,000 710,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名または
間接交付金事業者名

交付金事業に要し
た経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和元年度）

評価年度の設定理由

当該事業が令和元年度に完了のため

交付金事業の定性的な成果および評価等

「道の駅あぢか
まの里」年間利

用者数

成果実績 人 408,300

目標値 人 400,000

達成度 ％ 102

事業期間の設定理由 ―

交付金事業の成果目標お
よび成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和元年度

北部地域の活性
化

交付金事業に関係する県
または市町村の主要政
策・施策とその目標

　交付金事業に関係する主要政策・施策
　「長浜市総合計画」
　　６.環境･都市　　目標３　居住環境の整ったまちづくり
　　施策２　市北部地域の活性化
　　　豊かな自然が広がる北部地域では、美しい景観と伝統的文化が現代に継承されている貴重な地域
　　　であり、これらの資源を守り次代に伝えるとともに、資源を活用して都市住民と地域住民が気軽
　　　に触れあえる集客交流環境を創出することで、誰もが誇りを持って生活できる「活気に満ちた地
　　　域づくり」を進めます。
　　目標：北部地域の観光入込客数
　　　　　現状（平成29年度）：126万人　　令和4年度：151万人　　令和8年度166万人

事業開始年度 令和元年度 事業終了（予定）年度 令和元年度

交付金事業者名または間接交付金事業者名 長浜市

交付金事業実施場所 長浜市西浅井町塩津浜

交付金事業の概要

　西浅井地域の観光情報発信地でもある道の駅「塩津海道あぢかまの里」を会場として、長浜市西浅井
地域の特色を活かしたイベント「２０１９年奥びわ湖水の駅まつり」を開催し、地域の魅力をアピール
するとともに、地域の活性化・地域産業の振興を図ることができました。
　交付金充当内容：事業実行委員会への補助金交付
　イベント開催日：令和元年11月10日(日)　　　イベント来場者数：5,000人
　事業実施期間：令和元年10月7日から令和元年12月20日

番号 措置名 交付金事業の名称

1 地域活性化措置 西浅井地域振興イベント開催事業



交付金事業の担当課室 北部振興局地域振興課

交付金事業の評価課室 北部振興局地域振興課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

補助金交付 補助
西浅井地域振興イベント実行

委員会
710,000

うち経済産業省分 710,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 710,000

うち文部科学省分 0

交付金事業の総事業費等 令和元年度 年度 年度 備　考

総事業費 710,000

達成度 ％ 125

年度

イベント来場者数

活動実績 人 5,000

活動見込 人 4,000
交付金事業の活動指標お
よび活動実績

活動指標 単位 令和元年度 年度

評価にかかる第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の成果目標お
よび成果実績



別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和元年度）
（単位：円）

（備考） 事業が２つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

備考

1

公共用施設に
係る整備、維
持補修又は維
持運営等措置

市道維持管理事業 長浜市 943,687 400,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名または
間接交付金事業者名

交付金事業に要し
た経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和元年度）

評価年度の設定理由

事業終了後に評価を実施するため

交付金事業の定性的な成果および評価等

街路灯の適正な管理により、住民の不安を減少させるとともに、地域の交通安全および防犯対策を推進することができました。

評価にかかる第三者機関等の活用の有無

無

西浅井地域犯罪・
交通事故件数

成果実績 件 13

目標値 件 200

達成度 ％ 100

事業期間の設定理由 ―

交付金事業の成果目標お
よび成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和元年度

西浅井地域犯
罪・交通事故発

生抑制

交付金事業に関係する県
または市町村の主要政
策・施策とその目標

「長浜市総合計画」（平成29年度～令和8年度）
　5.安心・安全
　　目標1　犯罪や交通事故の少ないまちづくり　1-1　防犯対策の充実
　　施策1　防犯環境の向上
　・犯罪防止に配慮した生活環境を整備し、市民と行政が一体となって安全で住みよい地域社会の
　　実現を目指します。また、犯罪のない明るい社会を築いていくため、市民、事業者、および
　　行政が連携協力して総合的な防犯対策を進め、市民の安全で平穏な生活を確保します。
目標：長浜署・木之本署犯罪認知件数の減少
　　　　現状　694件（平成29年度）
　　　　目標　650件（令和4年度）
　　　　目標　600件（令和8年度）

事業開始年度 令和元年度 事業終了（予定）年度 令和元年度

交付金事業者名または間接交付金事業者名 長浜市

交付金事業実施場所 長浜市西浅井町一円

交付金事業の概要
　西浅井地域の各集落を結ぶ市道の街路灯（防犯灯）の維持管理を行ない、地域の交通安全対策と防犯
対策を推進することができました。
　充当期間：4月から11月まで（8箇月分）

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

市道維持管理事業



交付金事業の担当課室 市民活躍課

交付金事業の評価課室 市民活躍課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

街路灯の電気供給 随意契約 関西電力株式会社 943,687

うち経済産業省分 0 0 0

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 400,000 400,000 400,000

うち文部科学省分 400,000 400,000 400,000

交付金事業の総事業費等 平成29年度 平成30年度 令和元年度 備　考

総事業費 970,179 793,566 943,687

7

達成度 ％ 100 100 114

令和元年度

電気代充当月数

活動実績 月 9 7 8

活動見込 月 9
交付金事業の活動指標お
よび活動実績

活動指標 単位 平成29年度 平成30年度

7



別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和元年度）
（単位：円）

（備考） 事業が２つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

備考

1

公共用施設に
係る整備、維
持補修又は維
持運営等措置

長浜伊香ツインアリーナ備品
整備事業

長浜市 19,800,000 9,260,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名または
間接交付金事業者名

交付金事業に要し
た経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和元年度）

評価年度の設定理由

長浜市総合計画第２期基本計画の評価年度に準じるため

交付金事業の定性的な成果および評価等

評価にかかる第三者機関等の活用の有無

無

長浜伊香ツイン
アリーナの利用

者数

成果実績 人

目標値 人 25,000

達成度 ％

事業期間の設定理由 ―

交付金事業の成果目標お
よび成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和４年度

長浜伊香ツインア
リーナを活用した

スポーツ振興

交付金事業に関係する県
または市町村の主要政
策・施策とその目標

　交付金事業に関係する主要政策・施策
　　「長浜市総合計画」
　　２教育・文化　　目標２豊かに学び感性を磨くまちづくり　　２－２文化芸術・スポーツの振興
　　施策２　スポーツ活動の推進
　　　スポーツには、人やまちを元気にし、心を豊かにする力があります。また、人と人の交流を
    促し、地域の一体感や活力を生み、さらなる魅力あるまちづくりにつなげる力があります。
    2020年東京オリンピック・パラリンピック、2021年ワールドマスターズゲームズ2021関西、
    2024年滋賀国スポ等を文化スポーツ振興の絶好の機会として捉え、子どもからお年寄りまで、
    すべての市民が生涯にわたりスポーツや運動に親しみ、心も体も健康に過ごせる、活気に満ちた
    まちづくりを推進します。
　　目標：（仮称）北部地域総合体育館の利用者数
　　　　　現状（平成29年度）：18,956人　　令和4年度：25,000人　　令和8年度：30,000人

事業開始年度 令和元年度 事業終了（予定）年度 令和元年度

交付金事業者名または間接交付金事業者名 長浜市

交付金事業実施場所 長浜市木之本町西山ほか　　　　　　　　　　　　　　　

交付金事業の概要
　1981年に開催された第36回びわこ国体の柔道会場だった「木之本運動広場体育館」を、2024年開催予
定の滋賀国民スポーツ大会の会場のひとつとして再整備することに伴い、必要な備品を整備しました。
　整備した備品数：移動式バスケットゴール他169台・個

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

長浜伊香ツインアリーナ備品整備事業



交付金事業の担当課室 スポーツ振興課

交付金事業の評価課室 スポーツ振興課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

備品の購入 指名競争入札 伴スポーツ用品店 19,800,000

うち経済産業省分 0

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 9,260,000

うち文部科学省分 9,260,000

交付金事業の総事業費等 令和元年度 年度 年度 備　考

総事業費 19,800,000

達成度 ％ 64

年度

整備した備品数

活動実績 台・個 170

活動見込 台・個 267
交付金事業の活動指標お
よび活動実績

活動指標 単位 令和元年度 年度



別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和元年度）
（単位：円）

（備考） 事業が２つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

備考

1

公共用施設に
係る整備、維
持補修又は維
持運営等措置

地域活性化施設の維持管理車
両の整備事業

長浜市 3,070,000 2,200,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名または
間接交付金事業者名

交付金事業に要し
た経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和元年度）

評価年度の設定理由

当該整備事業が令和元年度に完了のため

交付金事業の定性的な成果および評価等

評価にかかる第三者機関等の活用の有無

無

大見いこいの広
場利用者数

成果実績 人 24,297

目標値 人 17,500

達成度 ％ 139

事業期間の設定理由 ―

交付金事業の成果目標お
よび成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和元年度

大見いこいの広
場利用者数の増

加

交付金事業に関係する県
または市町村の主要政
策・施策とその目標

　交付金事業に関係する主要政策・施策
　「長浜市総合計画」
　　６.環境･都市　　目標３　居住環境の整ったまちづくり
　　施策２　市北部地域の活性化
　　　豊かな自然が広がる北部地域では、美しい景観と伝統的文化が現代に継承されている貴重な地域
　　　であり、これらの資源を守り次代に伝えるとともに、資源を活用して都市住民と地域住民が気軽
　　　に触れあえる集客交流環境を創出することで、誰もが誇りを持って生活できる「活気に満ちた地
　　　域づくり」を進めます。
　　目標：北部地域の観光入込客数
　　　　　現状（平成29年度）：126万人　　令和4年度：151万人　　令和8年度：166万人

事業開始年度 令和元年度 事業終了（予定）年度 令和元年度

交付金事業者名または間接交付金事業者名 長浜市

交付金事業実施場所 長浜市木之本町大見

交付金事業の概要

　地域活性化施設『大見いこいの広場』で使用している除雪車両は、近年、故障や車両トラブルが多
く、車両の更新が必要なことから、施設内の除雪に小回りが効くミニホイールローダ（除雪仕様）を購
入（更新）しました。このことにより施設内の除雪及び管理を効率よく行い、利用者に対し施設への導
線を通年確保できたことで利用者数の増加につながりました。
　ミニホイールローダの購入１台

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

地域活性化施設の維持管理車両の整備事業



交付金事業の担当課室 北部振興局地域振興課

交付金事業の評価課室 北部振興局地域振興課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

ミニホイールローダ
（除雪車両）購入

指名競争入札 有限会社北川自動車工業 3,070,000

うち経済産業省分 2,200,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 2,200,000

うち文部科学省分 0

交付金事業の総事業費等 令和元年度 年度 年度 備　考

総事業費 3,070,000

達成度 ％ 100

年度

除雪車両の整備

活動実績 台 1

活動見込 台 1
交付金事業の活動指標お
よび活動実績

活動指標 単位 令和元年度 年度



別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和元年度）
（単位：円）

（備考） 事業が２つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

備考

1
地域活性化措
置

ふるさと夏まつり事業 長浜市 3,000,000 800,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名または
間接交付金事業者名

交付金事業に要し
た経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和元年度）

木之本地域観光
入込客数

成果実績 人 344,500
目標値 人 400,000
達成度 ％ 86.1

事業期間の設定理由 ―

交付金事業の成果目標お
よび成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和元年度

北部地域の活性
化

交付金事業に関係する県
または市町村の主要政
策・施策とその目標

　交付金事業に関係する主要政策・施策
　「長浜市総合計画」
　　６.環境･都市　　目標３　居住環境の整ったまちづくり
　　施策２　市北部地域の活性化
　　　豊かな自然が広がる北部地域では、美しい景観と伝統的文化が現代に継承されている貴重な地域
　　　であり、これらの資源を守り次代に伝えるとともに、資源を活用して都市住民と地域住民が気軽
　　　に触れあえる集客交流環境を創出することで、誰もが誇りを持って生活できる「活気に満ちた地
　　　域づくり」を進めます。
　　目標：北部地域の観光入込客数
　　　　　現状（平成29年度）：126万人　　令和4年度：151万人　　令和8年度166万人

事業開始年度 令和元年度 事業終了（予定）年度 令和元年度

交付金事業者名または間接交付金事業者名 長浜市

交付金事業実施場所 長浜市木之本町地先

交付金事業の概要

　木之本地域は、県北の山間地域にあって自然環境に恵まれ、古くより宿場町として、また木之本地蔵
院の門前町として栄えてきました。こうした背景のもと、地域の将来への持続可能な地域振興のための
人づくりおよび人的ネットワークの構築を目的に、住民を中心とした実行委員会や団体が実施する観光
振興事業としてふるさと夏まつりを開催し地域活性化を図りました。また、夏まつり開催期間中の交
通、保安、露店対策については、地域の関係機関、行政が一体となって取り組み、快適で安全なまつり
を提供することができました。
　交付金充当内容：事業実行委員会への補助金交付
　事業実施期間：令和元年6月6日から令和元年11月30日まで

※参考（ふるさと夏まつり実行委員会の実績報告より）
　夏まつり開催内容：地蔵縁日（8月22日～25日）、花火大会（8月25日）
　会場：木之本地蔵院及び地蔵院前Ｔ字路（地蔵縁日）
　　　　木之本運動広場運動場（花火打上場所）
　来訪者数：10万人（22日13,000人、23日25,000人、24日28,000人、25日34,000人）

番号 措置名 交付金事業の名称

1 地域活性化措置 ふるさと夏まつり事業



交付金事業の担当課室 北部振興局地域振興課

交付金事業の評価課室 北部振興局地域振興課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

補助金交付 補助 ふるさと夏まつり実行委員会 3,000,000

うち経済産業省分 800,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 800,000

うち文部科学省分 0

交付金事業の総事業費等 令和元年度 年度 年度 備　考

総事業費 3,000,000

達成度 ％ 100

年度

ふるさと夏まつり来訪者数

活動実績 人 100,000

活動見込 人 100,000
交付金事業の活動指標お
よび活動実績

活動指標 単位 令和元年度 年度

評価年度の設定理由
当該事業が令和元年度実施のため

交付金事業の定性的な成果および評価等

災害の影響によりH30年度の入込客数は約23万人にとどまったものの、令和元年度は前年比約1.5倍の入込客数と
なり客足が戻ってくる結果となった。しかしながら、目標値は過去のピーク時の入込客数で設定していたため、1
年でピーク時の入込客数を実現するのは困難だったと考える。

評価にかかる第三者機関等の活用の有無
無

交付金事業の成果目標お
よび成果実績



別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和元年度）
（単位：円）

（備考） 事業が２つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

備考

1

公共施設に係
る整備、維持
補修又は維持
運営等措置

森林環境保全と地域コミュニ
ティ振興推進備品整備事業

長浜市 4,375,000 3,000,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名または
間接交付金事業者名

交付金事業に要し
た経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和元年度）

評価年度の設定理由

当該事業が令和元年度に完了予定のため

交付金事業の定性的な成果および評価等

評価にかかる第三者機関等の活用の有無

無

里山づくり講座
受講者数

成果実績

目標値 人 230

達成度 ％

事業期間の設定理由 長浜市総合計画における評価年度であるため。

交付金事業の成果目標お
よび成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和４年度

森林保全・整備
を行う団体育成
に向けた支援

交付金事業に関係する県
または市町村の主要政
策・施策とその目標

　交付金事業に関係する主要政策・施策「長浜市総合計画」
　６環境・都市　　目標２　自然や身近な環境を守り育てるまちづくり　２.１自然や身近な環境の保全
　　施策１　自然や身近な環境保全の推進
　　　森林、琵琶湖や河川など豊かな自然を守り生物多様性を高めていくため、多様な自然環境を保全
　　するとともに、衰退した自然の回復や適切な資源活用、外来種対策など、総合的な取り組みを進め
る。
　　目標：継続した里山づくりを行うため、幅広い知識や技術を学び、人材及び団体育成を行う。
　　　　里山づくり講座受講者数（年間）
　　　　直近　168人（平成29年度）
　　　　目標　230人（令和4年度）、230人（令和8年度）

事業開始年度 令和元年度 事業終了（予定）年度 令和元年度

交付金事業者名または間接交付金事業者名 長浜市

交付金事業実施場所 長浜市上草野地域

交付金事業の概要
　森林作業車を導入整備し、地域のコミュニティ備品として関係者が使用できる環境を整えます。
　購入車両：Ｃ３０Ｒ－３　ヤンマークローラ式キャリア

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共施設に係る整備、維持補

修又は維持運営等措置
森林環境保全と地域コミュニティ振興推進備品整備事業



交付金事業の担当課室 北部振興局地域振興課

交付金事業の評価課室 北部振興局地域振興課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

森林作業車の購入 指名競争入札 株式会社片桐商店 4,375,000円

うち経済産業省分 3,000,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 3,000,000

うち文部科学省分 0

交付金事業の総事業費等 令和元年度 年度 年度 備　考

総事業費 4,375,000

達成度 ％ 100

年度

森林作業車の整備

活動実績 台 1

活動見込 台 1
交付金事業の活動指標お
よび活動実績

活動指標 単位 令和元年度 年度


